
復旧段階 復興段階東日本大震災

東日本大震災から13年が経過も、
いまだ県内外に約2.6万人の避難者、
風評被害、県内からの人口流出等、
課題は継続している。

有志教員
による

福島県内の
線量調査

環境放射能研究所
（IER）
・国内外との研究機関と連携
・6つの研究プロジェクト

福島国際研究教育機構への参画

水素エネルギー総合研究所
水素エネルギーを中心とした再生可能エネ
ルギーの研究と社会実装、人材の育成うつくしまふくしま未来支援センター  

（FURE）
・こども・若者支援部門
・復興計画支援部門
・環境エネルギー部門
・企画・コーディネート部門

第１分野
ロボット・
ドローン

環境放射能動態調査のための水中ロボット
の開発とその応用に関する研究（代表：共生
システム理工学類教授・高橋隆行）

第５分野
原子力災害
からの復興
施策立案

原子力災害に関するデータや知見の集積・
発信（放射性物質の魚類への取込・排出メ
カニズム）（代表：環境放射能研究所教授・和田
敏裕）

福島浜通り地域における復興・再生まちづくり研
究（幹事：東北大学、本学代表：共生システム理工学類教
授・川崎興太）

原子力災害に関するデータや知見の集積・発信
（原子力災害医療科学）（幹事：長崎大学、本学代表：
環境放射能研究所教授・難波謙二）

第３分野
ネガティブ
エミッション
のコア技術

浜通り地域のバイオマス資源を活用したネ
ガティブエミッション技術の実証研究（代
表：共生システム理工学類教授・浅田隆志）

水稲のCO2固定機能の高速評価手法等の開発（幹
事：岡山大学、本学代表：食農学類発酵醸造研究所特任助
教・菅波眞央）

第２分野
農林水産研究
の推進

極端気象に適応する次世代型ハウス環境制
御技術の開発（代表：食農学類教授・深山陽
子）

福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイ
ン（代表：食農学類教授・小山良太）

土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明
（代表：食農学類教授・二瓶直登）

モモ及びナシに関する輸出対応型果樹生産技術の
開発及び実証（幹事：農研機構、本学代表：食農学類准教
授・髙田大輔）

大規模牧場を核とした耕畜連携のための技術開発及
び実証（幹事：東北大学、本学代表：食農学類准教授・窪田
陽介）

未利用資源等からのセルロース抽出の低コスト化
とプラスチック代替素材の研究（幹事：東北大学、本学
代表：食農学類教授・松田幹）

食農学類創設
福島県民の要望
に応え農業再生
を目的に設置食
と農業の未来を
切り拓く

モデルビレッジ構想
地域課題解決を目指す研究に対し大
学が支援 「地域交通」「ロボッ
ト」「農業再生」「再生可能エネル
ギー」「計測技術開発」など

福島イノベーション・
コースト復興知事業採択
「復興農学会」を立ち上げ、農業再生研究
のリーダーシップ 研究者・農業従事者・
学生をつなぎ、標葉郡の復興をめざす

発酵醸造研究所
食農学類に高付加価値をつける
とともに、医学や工学にも結び
つける

地域未来デザインセンター
（CFDC）

ふくしまの幸福度を高めるための、地域のイノ
ベーションオフィスを目指して、自治体や企業
との高度な連携を模索 復興支援機能の継続

SATREPS
チョルノービリ原発事
故に関するウクライナ
との共同研究事業

廃炉人材育成プロジェクト
国内外の英知を結集し、原発の廃炉に向け
た研究開発と人材育成を開始

foR-F/Aプロジェクト
地域課題解決を目指す研究に対し
大学が支援 「地域交通」「ロ
ボット」「農業再生」「再生可能
エネルギー」「計測技術開発」な
ど

福島大学ミッション2030

地域とともに21世紀的課題に立ち向かう大学

F-REI先行研究採択
ロボット分野と農業分野で先行研

究採択
「復興農学会」を立ち上げ、農業
再生研究のリーダーシップ 研究
者・農業従事者・学生をつなぎ、

標葉郡の復興をめざす

福島大学の大震災以降の取り組みとF-REIへの参画 【資料５－２】



社会全体の将来的な変容（技術ニーズ調査）に基づくバックキャストの予測と現状
を起点とするシミュレーションによるフォアキャストの予測を分析する。その上で
前提にとらわれない福島浜通り地域の農林水産業の将来像・方向性を示すため、
様々な分野の有識者等との意見交換等を踏まえ、将来像を考察し、浜通り地域の将
来的な農林水産業を踏まえたテクノロジーニーズの整理と技術活用・普及に対する
地域の適否を整理する。

猪苗代湖で調査実験の様子

水中の調査活動におけるロボットの活用を図るため、
東京電力福島第一原子力発電所事故に起因する環境放
射能の動態研究への応用を主として想定し、
水深１００ｍ程度、淡水での底泥コアサンプリングを
行うことのできる水中ロボットを開発する

代表：高橋隆行
（共生システム理
工学類・教授）

❶      環境放射能動態調査のための水中ロボットの開発と
その応用に関する研究

                     

代表：小山良太
食農学類･教授

代表：
二瓶直登
食農学類
教授

堆肥等の有機物から供給される低分
子有機物が植物の養分として利用さ
れるかどうかを解明する。この成果
をもとに、有機物施用の科学的な根
拠を示し、土壌肥沃度の新指標の提
示につなげ、また有機物投入による
除染後のほ場における土作りに貢献
する。

❹    福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン❸ 原子力災害に関するデータや知見の集積・発信
（放射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）

代表：
和田敏裕
環境放射
能研究所･
教授

❷    土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明

福島大学の令和５年度委託研究事業の例

操業禁止エリア
（原発10km圏内）
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炭素窒素安定同位体比分析に基づく
食物網を介したCs取込過程の解明

請戸川水系のダム、河川における
ヤマメの食物網の違い

ヤマメの例

水産物中の放射性物質については、散発的に基準値を
超える魚類についての報告事例もあるものの、水産物
の放射性物質調査において、基準値(100Bq/kg)を超え
る割合は事故からの時間の経過とともに低下する傾向
がある。本事業では、原子力災害に関するデータや知
見の集積・発信の一環として、放射性物質の魚類（海
水魚及び淡水魚）への取込・排出メカニズムを多面的
なアプローチにより解明することにより、水産物の安
全性の評価などに必要となる科学的な知見を整理する。



◆本学を代表として申請した事業

分野 応募テーマ 代表者 研究体制 事業名

1

第１分野
「困難環境下でのロボット・
ドローン活用促進に向けた研

究開発」

(3)湖沼、森林内などでの
調査に対応するロボット・
ドローンの研究開発

共生システム理工
学類
教授
高橋隆行

本学単独
環境放射能動態調査のための水中
ロボットの開発とその応用に関す
る研究

2
(４)施設園芸におけるエネ
ルギー循環利用技術体系の
構築と実証

食農学類
教授
深山陽子

コンソーシアム形式
【岡山大学、岐阜大学】

極端気象に適応する次世代型ハウ
ス環境制御技術の開発

3
(７)福島浜通り地域等の農
林水産業復興の将来方向性
に関する研究

食農学類
教授
小山良太

コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会
社】
（本学研究分担者:荒井教授、申
教授、河野教授、高山准教授、
石川教授、福島准教授、林准教
授、和田教授）

福島浜通り地域等の農林水産業の
未来デザイン

4
(８)福島浜通り地域等の農
林水産業復興に資する研究
事業

食農学類
教授
二瓶直登

コンソーシアム形式
【理化学研究所、東京大学、筑
波大学、北海道大学、京都大
学】
（本学研究分担者:松田教授、尾
形准教授、吉永准教授、菅波特
任講師）

土壌低分子有機物の植物栄養学的
影響の解明

5
第３分野

「ネガティブエミッションの
コア技術の研究開発・実証」

(1)植物のCO2固定及びネガ
ティブエミッションへの利
用に関する研究開発と実証

共生システム理工
学類
教授
浅田隆志

コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（本学研究分担者:新田教授）

浜通り地域のバイオマス資源を活
用したネガティブエミッション技
術の実証研究

6

第５分野
「原子力災害からの復興に向
けた課題の解決に資する施策

立案研究」

原子力災害からの復興に向
けた課題の解決に資する施
策立案研究

環境放射能研究所
教授
和田敏裕

コンソーシアム形式
【京都大学】
（本学研究分担者:高田准教授、
小山教授）

原子力災害に関するデータや知見
の集積・発信（放射性物質の魚類
への取込・排出メカニズム）

第２分野
「福島国際研究教育機構にお
ける農林水産研究の推進」
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		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ																R6.3.11現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		R5申請額 シンセイガク		合計申請額 ゴウケイ シンセイガク		採択状況 サイタク ジョウキョウ		R5契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発事業」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		15,851千円		R5-11
316,437千円		R6.2.22付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		1,485		116		(A)

		2		第１分野
「廃炉向け遠隔技術高度化及び宇宙分野への応用事業」		廃炉向け遠隔技術高度化及び宇宙分野への応用事業		共生システム理工学類
准教授
衣川潤 ジュン キヌガワ ジュン		コンソーシアム形式
【(株)ヨシダ、(株)Space Robotics、(株)ミューラボ、合同会社Space Cubics】 カブ カブ カブ		廃炉向け分析用ロボットの高度化及び宇宙産業への応用		60,500千円		R5-11
1,193,500
千円

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岩手県農業研究センター県北農業研究所、(株)果実堂】 ケイシキ カブ		中小規模パイプハウスに適した自然エネルギーを利用した環境制御技術体系の構築と栽培実証		25,832千円		R5-11
246,052千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】（小山教授、荒井教授、河野教授、高山准教授、申教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ コヤマ キョウジュ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ シン キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン		24,963千円		R5-7
108,901千円 センエン		R5.11.20付契約締結 ヅ ケイヤク テイケツ		24,993		3,832		(B)

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、京都大学、東京大学、北海道大学、筑波大学】（尾形准教授、菅波特任助教） オガタ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン ジョキョウ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明		30,000千円 センエン		R5-11
232,195千円 センエン		R5.12.13付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツ		30,000		2,727		(B)

		6				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
平修 ショクノウ ガクルイ キョウジュ タイラ シュウ		本学単独
（平教授、石井准教授、小山教授、深山教授） ホンガク タンドク タイラ キョウジュ イシイ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ ミヤマ キョウジュ		イメージング質量分析を用いた“見える化”技術の導入による農産物の高品質化技術の確立と、毛髪を用いた栄養状態・ストレス状態の評価手法の確立		29,997千円 センエン		R5-11
209,979千円 センエン		不採択 フサイタク

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域の資源を利活用した高効率・循環型ネガティブエミッション・地産地消システム		23,320千円 センエン		R5-11
337,810千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
准教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ ジュン キョウジュ ワダ トシ ユウ		本学単独
（和田准教授、林准教授、小山教授） ホンガク タンドク ワダ ジュン キョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		水産業における放射能汚染対策の検証と安全性評価・風評対策に基づく福島県漁業の持続的産地形成に関する研究		28,600千円 センエン		R5-11
200,200千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク



		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		R5申請額 シンセイガク		合計申請額 ゴウケイ シンセイガク		採択状況 サイタク ジョウキョウ

		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		51,200千円		R5-11
390,700千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		74,976千円		R5-11
633,952千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロースの低コスト抽出とプラスチック代替新素材としての活用		79,200千円		R5-11
537,900千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任助教
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン ジョキョウ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		福島発ネガティブエミッション農業実現に向けた水稲のCO2固定機能強化技術の開発		50,000千円		R5-11
350,000千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域におけるまちづくり研究		49,981千円		R5-11
993,296千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害医療科学分野における福島の知見の集積と国内外への情報発信		30,746千円		R5-11
228,746千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク





機密性１情報：研究・地域連携課（教職員及び経営協議会委員限り）		&"BIZ UDゴシック,標準"&16&KFF0000　　


取扱注意

取扱注意

※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
 (B): R５年度契約「R6.7まで」
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		令和５年度 福島国際研究教育機構（F-REI）公募事業への申請状況一覧 レイワ ネンド フクシマ コクサイ ケンキュウ キョウイク キコウ コウボ ジギョウ シンセイ ジョウキョウ イチラン



		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ																		R6.4.23現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		採択状況 サイタク ジョウキョウ		Ｒ５契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン		実施予定
期間 ジッシ ヨテイ キカン		（参考）
R5申請額
（千円） サンコウ シンセイガク センエン		（参考）
合計申請額
（千円） サンコウ ゴウケイ シンセイガク センエン

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発事業」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		環境放射能動態調査のための水中ロボットの開発とその応用に関する研究		R6.2.22付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		1,485		116		(A)		令和11年度まで レイワ ネンド		15,851		R5-11
316,437

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岩手県農業研究センター県北農業研究所、(株)果実堂】 ケイシキ カブ		極端気象に適応する次世代型ハウス環境制御技術の開発		R6.3.12付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		14,997		1,363		(B)		令和11年度まで		25,832		R5-11
246,052

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】（小山教授、荒井教授、河野教授、高山准教授、申教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ コヤマ キョウジュ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ シン キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン		R5.11.20付契約締結 ヅ ケイヤク テイケツ		24,993		3,832		(B)		令和7年度まで レイワ ネンド		24,963		R5-7
108,901

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、京都大学、東京大学、北海道大学、筑波大学】（尾形准教授、菅波特任助教） オガタ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン ジョキョウ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明		R5.12.13付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツ		30,000		2,727		(B)		令和11年度まで		30,000		R5-11
232,195

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域の資源を利活用した高効率・循環型ネガティブエミッション・地産地消システム		R6.3.28付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		19,000		1,716		(B)		令和11年度まで		23,320		R5-11
337,810

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
准教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ ジュン キョウジュ ワダ トシ ユウ		本学単独
（和田准教授、林准教授、小山教授） ホンガク タンドク ワダ ジュン キョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（放射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）		R6.3.28付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		14,960		1,335		(B)		令和11年度まで		28,600		R5-11
200,200

														小計（代表） ショウケイ ダイヒョウ		105,435		11,089						148,566		1,441,595





		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ																		R6.4.23現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		採択状況 サイタク ジョウキョウ		Ｒ５契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン		実施予定
期間 ジッシ ヨテイ キカン		（参考）
R5申請額
（千円） サンコウ シンセイガク センエン		（参考）
合計申請額
（千円） サンコウ ゴウケイ シンセイガク センエン

																本学分 ホンガクブン								コンソ全体 ゼンタイ

		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		モモ及びナシに関する輸出対応型果樹生産技術の開発及び実証		R6.3.25付
契約締結		500		45		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		51,200		R5-11
390,700

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		大規模牧場を核とした耕畜連携のための技術開発及び実証		R6.4.23付
契約締結		15,675		1,425		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		74,976		R5-11
633,952

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロースの低コスト抽出とプラスチック代替新素材としての活用		R6.3.27付
契約締結		3,960		360		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		79,200		R5-11
537,900

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任助教
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン ジョキョウ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		福島発ネガティブエミッション農業実現に向けた水稲のCO2固定機能強化技術の開発		R6.3.29付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		4,700		425		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		50,000		R5-11
350,000

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域における復興・再生まちづくり研究		R6.3.8付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		15,586		1,296		(A)		令和11年度まで レイワ ネンド		49,981		R5-11
993,296

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（原子力災害医療科学）		R6.3.27付
契約締結		7,785		670		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		30,746		R5-11
228,746

														小計（参画） ショウケイ サンカク		48,206		4,221						336,103		3,134,594

														合計（福大） ゴウケイ フクダイ		153,641		15,310						484,669		4,576,189



取扱注意

取扱注意

※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
 (B): R５年度契約「R6.7まで」




※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
 (B): R５年度契約「R6.7まで」
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		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		環境放射能動態調査のための水中ロボットの開発とその応用に関する研究

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岐阜大学】 ケイシキ ギフ ダイガク		極端気象に適応する次世代型ハウス環境制御技術の開発

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】
（本学研究分担者:荒井教授、申教授、河野教授、高山准教授、石川教授、福島准教授、林准教授、和田教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ ホンガク ケンキュウ ブンタン シャ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ イシカワ キョウジュ フクシマ ジュンキョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ ワダ キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、東京大学、筑波大学、北海道大学、京都大学】
（本学研究分担者:松田教授、尾形准教授、吉永准教授、菅波特任講師） マツダ キョウジュ オガタ ジュンキョウジュ ヨシナガ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン コウシ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（本学研究分担者:新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域のバイオマス資源を活用したネガティブエミッション技術の実証研究 シゲン カツヨウ ギジュツ ジッショウ ケンキュウ

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ワダ トシ ユウ		コンソーシアム形式
【京都大学】
（本学研究分担者:高田准教授、小山教授） ケイシキ キョウト ダイガク ホンガク ケンキュウ ブンタンシャ タカタ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（放射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）







		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ



		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		モモ及びナシに関する輸出対応型果樹生産技術の開発及び実証

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(5)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		大規模牧場を核とした耕畜連携のための技術開発及び実証

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロース抽出の低コスト化とプラスチック代替素材の研究 チュウシュツ カ ケンキュウ

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任講師
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン コウシ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		水稲のCO2固定機能の高速評価手法等の開発 キノウ コウソク ヒョウカ シュホウ トウ カイハツ

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域における復興・再生まちづくり研究

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（原子力災害医療科学）











◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業

分野 応募テーマ 本学研究者 研究体制 事業名

1
第２分野

「福島国際研究教育機構にお
ける農林水産研究の推進」

(2)輸出対応型果樹生産技
術の開発・実証

食農学類
准教授
高田大輔

コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・
食品産業技術総合研究機構

モモ及びナシに関する輸出対応型
果樹生産技術の開発及び実証

2
第２分野

「福島国際研究教育機構にお
ける農林水産研究の推進」

(5)化学肥料・化学農薬に
頼らない耕畜連携に資する
技術の開発・実証

食農学類
准教授
窪田陽介

コンソーシアム形式
幹事：東北大学

大規模牧場を核とした耕畜連携の
ための技術開発及び実証

3
第２分野

「福島国際研究教育機構にお
ける農林水産研究の推進」

(6)未利用農林水産業資源
を活用した新素材の開発

食農学類
教授
松田幹

コンソーシアム形式
幹事：東北大学

未利用資源等からのセルロース抽
出の低コスト化とプラスチック代
替素材の研究

4
第３分野

「ネガティブエミッションの
コア技術の研究開発・実証

(1)植物のCO2固定及びネガ
ティブエミッションへの利
用に関する研究開発と実証

食農学類発酵醸造
研究所
特任講師
菅波眞央

コンソーシアム形式
幹事：岡山大学

水稲のCO2固定機能の高速評価手法
等の開発

5

第５分野
「福島浜通り地域におけるま
ちづくり研究及びラーニン
グ・コミュニティハブ整備事

業」

(1)福島浜通り地域におけ
るまちづくり研究

共生システム理工
学類
教授
川﨑興太

コンソーシアム形式
幹事：東北大学

福島浜通り地域における復興・再
生まちづくり研究

6

第５分野
「原子力災害からの復興に向
けた課題の解決に資する施策

立案研究」

原子力災害からの復興に向
けた課題の解決に資する施
策立案研究

環境放射能研究所
教授
難波謙二

コンソーシアム形式
幹事：長崎大学

原子力災害に関するデータや知見
の集積・発信（原子力災害医療科
学）


Sheet1

		令和５年度 福島国際研究教育機構（F-REI）公募事業への申請状況一覧 レイワ ネンド フクシマ コクサイ ケンキュウ キョウイク キコウ コウボ ジギョウ シンセイ ジョウキョウ イチラン



		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ																R6.3.11現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		R5申請額 シンセイガク		合計申請額 ゴウケイ シンセイガク		採択状況 サイタク ジョウキョウ		R5契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発事業」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		15,851千円		R5-11
316,437千円		R6.2.22付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		1,485		116		(A)

		2		第１分野
「廃炉向け遠隔技術高度化及び宇宙分野への応用事業」		廃炉向け遠隔技術高度化及び宇宙分野への応用事業		共生システム理工学類
准教授
衣川潤 ジュン キヌガワ ジュン		コンソーシアム形式
【(株)ヨシダ、(株)Space Robotics、(株)ミューラボ、合同会社Space Cubics】 カブ カブ カブ		廃炉向け分析用ロボットの高度化及び宇宙産業への応用		60,500千円		R5-11
1,193,500
千円

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岩手県農業研究センター県北農業研究所、(株)果実堂】 ケイシキ カブ		中小規模パイプハウスに適した自然エネルギーを利用した環境制御技術体系の構築と栽培実証		25,832千円		R5-11
246,052千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】（小山教授、荒井教授、河野教授、高山准教授、申教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ コヤマ キョウジュ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ シン キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン		24,963千円		R5-7
108,901千円 センエン		R5.11.20付契約締結 ヅ ケイヤク テイケツ		24,993		3,832		(B)

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、京都大学、東京大学、北海道大学、筑波大学】（尾形准教授、菅波特任助教） オガタ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン ジョキョウ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明		30,000千円 センエン		R5-11
232,195千円 センエン		R5.12.13付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツ		30,000		2,727		(B)

		6				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
平修 ショクノウ ガクルイ キョウジュ タイラ シュウ		本学単独
（平教授、石井准教授、小山教授、深山教授） ホンガク タンドク タイラ キョウジュ イシイ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ ミヤマ キョウジュ		イメージング質量分析を用いた“見える化”技術の導入による農産物の高品質化技術の確立と、毛髪を用いた栄養状態・ストレス状態の評価手法の確立		29,997千円 センエン		R5-11
209,979千円 センエン		不採択 フサイタク

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域の資源を利活用した高効率・循環型ネガティブエミッション・地産地消システム		23,320千円 センエン		R5-11
337,810千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
准教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ ジュン キョウジュ ワダ トシ ユウ		本学単独
（和田准教授、林准教授、小山教授） ホンガク タンドク ワダ ジュン キョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		水産業における放射能汚染対策の検証と安全性評価・風評対策に基づく福島県漁業の持続的産地形成に関する研究		28,600千円 センエン		R5-11
200,200千円 センエン		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク



		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		R5申請額 シンセイガク		合計申請額 ゴウケイ シンセイガク		採択状況 サイタク ジョウキョウ

		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		51,200千円		R5-11
390,700千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		74,976千円		R5-11
633,952千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロースの低コスト抽出とプラスチック代替新素材としての活用		79,200千円		R5-11
537,900千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任助教
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン ジョキョウ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		福島発ネガティブエミッション農業実現に向けた水稲のCO2固定機能強化技術の開発		50,000千円		R5-11
350,000千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域におけるまちづくり研究		49,981千円		R5-11
993,296千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害医療科学分野における福島の知見の集積と国内外への情報発信		30,746千円		R5-11
228,746千円		協議条件付で採択 キョウギ ジョウケン ツ サイタク





機密性１情報：研究・地域連携課（教職員及び経営協議会委員限り）		&"BIZ UDゴシック,標準"&16&KFF0000　　


取扱注意

取扱注意

※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
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		令和５年度 福島国際研究教育機構（F-REI）公募事業への申請状況一覧 レイワ ネンド フクシマ コクサイ ケンキュウ キョウイク キコウ コウボ ジギョウ シンセイ ジョウキョウ イチラン



		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ																		R6.4.23現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		採択状況 サイタク ジョウキョウ		Ｒ５契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン		実施予定
期間 ジッシ ヨテイ キカン		（参考）
R5申請額
（千円） サンコウ シンセイガク センエン		（参考）
合計申請額
（千円） サンコウ ゴウケイ シンセイガク センエン

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発事業」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		環境放射能動態調査のための水中ロボットの開発とその応用に関する研究		R6.2.22付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		1,485		116		(A)		令和11年度まで レイワ ネンド		15,851		R5-11
316,437

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岩手県農業研究センター県北農業研究所、(株)果実堂】 ケイシキ カブ		極端気象に適応する次世代型ハウス環境制御技術の開発		R6.3.12付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		14,997		1,363		(B)		令和11年度まで		25,832		R5-11
246,052

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】（小山教授、荒井教授、河野教授、高山准教授、申教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ コヤマ キョウジュ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ シン キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン		R5.11.20付契約締結 ヅ ケイヤク テイケツ		24,993		3,832		(B)		令和7年度まで レイワ ネンド		24,963		R5-7
108,901

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、京都大学、東京大学、北海道大学、筑波大学】（尾形准教授、菅波特任助教） オガタ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン ジョキョウ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明		R5.12.13付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツ		30,000		2,727		(B)		令和11年度まで		30,000		R5-11
232,195

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域の資源を利活用した高効率・循環型ネガティブエミッション・地産地消システム		R6.3.28付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		19,000		1,716		(B)		令和11年度まで		23,320		R5-11
337,810

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
准教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ ジュン キョウジュ ワダ トシ ユウ		本学単独
（和田准教授、林准教授、小山教授） ホンガク タンドク ワダ ジュン キョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（放射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）		R6.3.28付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		14,960		1,335		(B)		令和11年度まで		28,600		R5-11
200,200

														小計（代表） ショウケイ ダイヒョウ		105,435		11,089						148,566		1,441,595





		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ																		R6.4.23現在 ゲンザイ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ		採択状況 サイタク ジョウキョウ		Ｒ５契約額
（千円） ケイヤクガク センエン		うち一般管理費（千円） イッパンカンリヒ センエン		区分
（※） クブン		実施予定
期間 ジッシ ヨテイ キカン		（参考）
R5申請額
（千円） サンコウ シンセイガク センエン		（参考）
合計申請額
（千円） サンコウ ゴウケイ シンセイガク センエン

																本学分 ホンガクブン								コンソ全体 ゼンタイ

		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		モモ及びナシに関する輸出対応型果樹生産技術の開発及び実証		R6.3.25付
契約締結		500		45		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		51,200		R5-11
390,700

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		大規模牧場を核とした耕畜連携のための技術開発及び実証		R6.4.23付
契約締結		15,675		1,425		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		74,976		R5-11
633,952

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロースの低コスト抽出とプラスチック代替新素材としての活用		R6.3.27付
契約締結		3,960		360		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		79,200		R5-11
537,900

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任助教
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン ジョキョウ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		福島発ネガティブエミッション農業実現に向けた水稲のCO2固定機能強化技術の開発		R6.3.29付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		4,700		425		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		50,000		R5-11
350,000

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域における復興・再生まちづくり研究		R6.3.8付
契約締結 ツキ ケイヤク テイケツケイヤクテイケツ		15,586		1,296		(A)		令和11年度まで レイワ ネンド		49,981		R5-11
993,296

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（原子力災害医療科学）		R6.3.27付
契約締結		7,785		670		(B)		令和11年度まで レイワ ネンド		30,746		R5-11
228,746

														小計（参画） ショウケイ サンカク		48,206		4,221						336,103		3,134,594

														合計（福大） ゴウケイ フクダイ		153,641		15,310						484,669		4,576,189



取扱注意

取扱注意

※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
 (B): R５年度契約「R6.7まで」




※区分
（A)：R５年度契約「R6.3まで」
 (B): R５年度契約「R6.7まで」
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		◆本学を代表として申請した事業 ホンガク ダイヒョウ シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		代表者 ダイヒョウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ

		1		第１分野
「困難環境下でのロボット・ドローン活用促進に向けた研究開発事業」		(3)湖沼、森林内などでの調査に対応するロボット・ドローンの研究開発		共生システム理工学類
教授
高橋隆行 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ タカハシ タカユキ		本学単独 ホンガク タンドク		環境放射能動態調査のための水中ロボットの開発とその応用に関する研究

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」 ダイ ブンヤ		(４)施設園芸におけるエネルギー循環利用技術体系の構築と実証		食農学類
教授
深山陽子 ショクノウ ガクルイ キョウジュ		コンソーシアム形式
【岡山大学、岐阜大学】 ケイシキ ギフ ダイガク		極端気象に適応する次世代型ハウス環境制御技術の開発

		3				(７)福島浜通り地域等の農林水産業復興の将来方向性に関する研究		食農学類
教授
小山良太 ショクノウ ガクルイ キョウジュ コヤマ リョウタ		コンソーシアム形式
【PwCコンサルティング合同会社】
（本学研究分担者:荒井教授、申教授、河野教授、高山准教授、石川教授、福島准教授、林准教授、和田教授） ケイシキ ゴウドウ ガイシャ ホンガク ケンキュウ ブンタン シャ アライ キョウジュ コウノ キョウジュ タカヤマ ジュンキョウジュ イシカワ キョウジュ フクシマ ジュンキョウジュ ハヤシ ジュンキョウジュ ワダ キョウジュ		福島浜通り地域等の農林水産業の未来デザイン

		4				(８)福島浜通り地域等の農林水産業復興に資する研究事業		食農学類
教授
二瓶直登 ショクノウ ガクルイ キョウジュ ニヘイ ナオ ノボ		コンソーシアム形式
【理化学研究所、東京大学、筑波大学、北海道大学、京都大学】
（本学研究分担者:松田教授、尾形准教授、吉永准教授、菅波特任講師） マツダ キョウジュ オガタ ジュンキョウジュ ヨシナガ ジュンキョウジュ スガナミ トクニン コウシ		土壌低分子有機物の植物栄養学的影響の解明

		5		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証」		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		共生システム理工学類
教授
浅田隆志 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ アサダ タカシ ココロザシ		コンソーシアム形式
【常磐共同火力(株)】
（本学研究分担者:新田教授） ジョウバン キョウドウ カリョク カブ ニッタ キョウジュ		浜通り地域のバイオマス資源を活用したネガティブエミッション技術の実証研究 シゲン カツヨウ ギジュツ ジッショウ ケンキュウ

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
和田敏裕 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ワダ トシ ユウ		コンソーシアム形式
【京都大学】
（本学研究分担者:高田准教授、小山教授） ケイシキ キョウト ダイガク ホンガク ケンキュウ ブンタンシャ タカタ ジュンキョウジュ コヤマ キョウジュ		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（放射性物質の魚類への取込・排出メカニズム）







		◆他機関が代表で本学がコンソーシアムに参画し申請した事業 タキカン ダイヒョウ ホンガク サンカク シンセイ ジギョウ



				分野 ブンヤ		応募テーマ オウボ		本学研究者 ホンガク ケンキュウシャ		研究体制 ケンキュウ タイセイ		事業名 ジギョウ メイ



		1		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(2)輸出対応型果樹生産技術の開発・実証		食農学類
准教授
高田大輔 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ タカタ ダイスケ		コンソーシアム形式
幹事：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構 カンジ コクリツ ケンキュウ カイハツ ホウジン ノウギョウ ショクヒン サンギョウ ギジュツ ソウゴウ ケンキュウ キコウ		モモ及びナシに関する輸出対応型果樹生産技術の開発及び実証

		2		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(5)化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携に資する技術の開発・実証		食農学類
准教授
窪田陽介 ショクノウ ガクルイ ジュン キョウジュ クボタ ヨウスケ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		大規模牧場を核とした耕畜連携のための技術開発及び実証

		3		第２分野
「福島国際研究教育機構における農林水産研究の推進」		(6)未利用農林水産業資源を活用した新素材の開発		食農学類
教授
松田幹 ショクノウ ガクルイ キョウジュ マツダ ミキ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学 カンジ トウホク ダイガク		未利用資源等からのセルロース抽出の低コスト化とプラスチック代替素材の研究 チュウシュツ カ ケンキュウ

		4		第３分野
「ネガティブエミッションのコア技術の研究開発・実証		(1)植物のCO2固定及びネガティブエミッションへの利用に関する研究開発と実証		食農学類発酵醸造研究所
特任講師
菅波眞央 ショクノウ ガクルイ ハッコウ ジョウゾウ ケンキュウジョ トクニン コウシ スガナミ マオ		コンソーシアム形式
幹事：岡山大学 オカヤマ		水稲のCO2固定機能の高速評価手法等の開発 キノウ コウソク ヒョウカ シュホウ トウ カイハツ

		5		第５分野
「福島浜通り地域におけるまちづくり研究及びラーニング・コミュニティハブ整備事業」		(1)福島浜通り地域におけるまちづくり研究		共生システム理工学類
教授
川﨑興太 キョウセイ リコウ ガクルイ キョウジュ カワサキ キョウ フトシ		コンソーシアム形式
幹事：東北大学		福島浜通り地域における復興・再生まちづくり研究

		6		第５分野
「原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究」		原子力災害からの復興に向けた課題の解決に資する施策立案研究		環境放射能研究所
教授
難波謙二 カンキョウホウシャノウケンキュウジョ キョウジュ ナンバ ケンジ		コンソーシアム形式
幹事：長崎大学 ナガサキ ダイガク		原子力災害に関するデータや知見の集積・発信（原子力災害医療科学）
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